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8かしはら市議会だより

て
、
組
合
と
調
整
を
図
り
た
い
。

小
、
中
学
校
の
校
舎
等
で
、

橿
原
消
防
署
に
配
備
さ
れ
て
い
る

は
し
ご
車
で
は
、
校
舎
に
近
寄
れ

な
い
場
所
が
あ
る
。
入
口
の
フ
ェ

ン
ス
を
少
し
広
げ
る
だ
け
で
入
れ

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
対
策
は
。

施
設
や
道
路
状
況
を
含
む
立

地
条
件
を
す
ぐ
に
進
入
可
能
な
状

態
に
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
今

後
対
応
策
が
必
要
で
あ
る
。
当
面

は
人
的
手
段
に
よ
る
補
完
的
な
対

応
が
必
要
で
あ
り
、
各
学
校
で
は

消
防
計
画
書
を
作
成
し
、
防
火
計

画
、
避
難
誘
導
計
画
に
基
づ
き
、

避
難
訓
練
を
年
２
回
以
上
実
施
し

て
い
る
。
は
し
ご
車
の
進
入
困
難

な
学
校
に
は
、
そ
れ
を
念
頭
に
置

い
た
訓
練
の
実
施
を
指
導
し
た

い
。

運
動
場
入
口
に
ク
ラ
ブ
活
動

に
使
用
す
る
ネ
ッ
ト
が
張
ら
れ
て

あ
り
消
防
車
が
入
れ
な
い
と
こ
ろ

な
ど
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

消
防
署
か
ら
の
指
導
等
を
ま

だ
受
け
て
い
な
い
。
今
後
、
指
導

を
受
け
、相
談
の
上
検
討
し
た
い
。

消
防
法
で
は
イ
ベ
ン
ト
で
の

消
火
器
の
設
置
義
務
は
な
い
。
本

市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
対
策

は
。

市
が
関
わ
る
屋
外
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
消
防
団
に
よ
る
巡
視
、
警

備
の
態
勢
を
図
っ
て
い
る
。
８
月

末
の
愛
宕
祭
の
際
に
も
、
露
天
商

に
対
す
る
巡
視
、
防
火
指
導
を
橿

原
警
察
署
、
橿
原
消
防
署
、
橿
原

市
消
防
団
が
合
同
で
実
施
し
た
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
水
害
や

土
砂
崩
れ
の
対
策
は
。

洪
水
に
関
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
、
全
世
帯
に
配
布

の
上
、
出
前
講
座
な
ど
で
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
に
は

県
指
定
の
土
砂
災
害
危
険
区
域
が

あ
り
、
周
辺
住
民
に
対
し
、
土
砂

崩
れ
の
可
能
性
の
あ
る
場
所
や
情

報
伝
達
、
避
難
の
心
得
等
を
記
し

た
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
い
る
。

耐
震
診
断
、工
事
の
補
助
は
。

既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事

業
と
し
て
、
無
料
診
断
。
一
戸
建

て
住
宅
の
精
密
耐
震
診
断
補
助
事

業
と
し
て
、
費
用
の
３
分
の
２
の

補
助
で
上
限
が
６
万
６
千
円
。
特

殊
建
築
物
耐
震
診
断
補
助
事
業
と

し
て
、
費
用
の
３
分
の
２
の
補
助

で
、
上
限
が
１
３
３
万
３
千
円
。

そ
し
て
、
既
存
住
宅
耐
震
改
修
補

助
事
業
。
こ
れ
に
は
改
修
計
画
と

改
修
工
事
が
あ
り
、
計
画
は
、
費

用
の
３
分
の
２
で
上
限
が
10
万
円

の
補
助
。
工
事
は
、
費
用
の
３
分

の
１
で
、上
限
は
50
万
円
の
補
助
。

耐
震
化
、
支
援
事
業
を
進
め
る
上

に
お
い
て
も
、
広
報
等
に
よ
り
周

知
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

大
規
模
災
害
に
よ
る
助
成
金

は
あ
る
の
か
。

橿
原
市
小
災
害
救
助
内
規
が

あ
り
、
橿
原
市
災
害
慰
問
金
の
支

給
等
に
関
す
る
条
例
の
適
用
を
受

け
た
方
を
除
き
、
住
家
が
全
壊
、

全
焼
、
流
失
の
被
害
を
受
け
た
場

合
、
単
身
世
帯
に
３
万
円
、
２
人

以
上
の
世
帯
に
５
万
円
及
び
世
帯

の
方
１
人
に
つ
き
２
千
円
の
見
舞

金
。
ま
た
、
生
活
必
需
品
の
購
入

費
用
と
し
て
１
人
当
た
り
５
千

円
。
な
お
、
教
育
委
員
会
が
必
要

と
認
め
る
場
合
に
学
用
品
の
支
給

等
。
半
壊
、
半
焼
の
被
害
を
受
け

た
場
合
、
単
身
世
帯
に
１
万
５
千

円
、
２
人
以
上
の
世
帯
に
２
万
５

千
円
の
見
舞
金
。
寮
等
の
集
合
住

宅
の
住
家
の
被
害
に
対
す
る
見
舞

金
に
つ
い
て
は
、
単
身
世
帯
の
２

分
の
１
。
災
害
で
亡
く
な
っ
た
方

の
遺
族
に
対
し
、
１
人
に
つ
き
１

万
円
の
弔
慰
金
。
日
本
赤
十
字
社

奈
良
県
支
部
に
も
同
様
の
内
規
が

あ
り
、
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支

部
と
連
携
を
と
り
つ
つ
、
被
害
程

度
に
応
じ
て
必
要
な
援
助
を
行
っ

て
い
く
。

建
物
被
害
に
遭
っ
た
と
き

に
、５
千
円
で
何
が
で
き
る
の
か
。

現
在
の
予
算
で
可
能
な
範
囲

が
そ
の
金
額
で
あ
る
が
、
今
後
の

こ
と
も
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

災
害
で
出
た
が
れ
き
の
置
き

場
、
処
理
方
法
は
。

地
域
防
災
計
画
で
は
、
仮
置

き
場
候
補
地
と
し
て
営
農
ス
ポ
ー

ツ
広
場
を
検
討
し
て
お
り
、
15
地

点
あ
る
。
地
震
災
害
等
で
が
れ
き

の
量
が
膨
大
に
な
る
場
合
は
、
民

間
企
業
の
空
き
地
や
休
耕
地
等
を

仮
置
き
場
と
し
て
確
保
す
る
こ
と

も
検
討
し
た
い
。
処
理
に
つ
い
て

は
、
が
れ
き
は
本
来
処
理
が
で
き

な
い
部
分
が
か
な
り
あ
る
た
め
、

産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
あ
る
い
は

大
阪
湾
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
等
に
処
分

を
依
頼
す
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

粗
大
ご
み
、
不
燃
ご
み
が
多
く
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ら

は
リ
サ
イ
ク
ル
館
か
し
は
ら
で
の

処
理
が
可
能
だ
が
、
量
に
よ
っ
て

は
、
他
の
自
治
体
に
協
力
を
求
め

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク
の
ヘ

リ
の
離
発
着
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

約
４
千
㎡
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

有
し
、
離
発
着
が
可
能
で
あ
る
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
奈
良
県
防
災
ヘ

リ
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
本
来
の

場
所
に
着
陸
で
き
な
い
場
合
の
補

完
的
施
設
と
な
る
。
災
害
時
に
は

自
衛
隊
等
に
よ
る
基
地
等
の
活
用

を
考
え
て
い
る
。

一般質問
樫
本　

利
明

樫
本　

利
明

（
自
民
・
真
政
会
）

橿
原
市
第
３
次
総
合
計
画
後
期

分
の
中
で
、
計
画
書
「
は
じ
め
」

で
将
来
人
口
減
に
対
す
る
対
応

は
（
医
療
、
生
活
保
護
）

こ
の
計
画
の
は
じ
め
の
部
分

に
、
後
期
基
本
計
画
は
「
社
会
状

況
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
計
画
内
容
の
見
直
し
を
行
っ

た
も
の
で
す
」
と
い
う
文
言
が
あ

る
。計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

総
合
計
画
策
定
審
議
会
を
６
回
開

き
、
２
回
目
の
審
議
会
で
会
長
は

「
議
会
の
議
決
を
得
た
基
本
構
想

を
ベ
ー
ス
に
、
前
期
５
カ
年
の
検

証
を
し
な
が
ら
、
新
た
な
課
題
に

対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
内

容
の
発
言
を
し
て
い
る
。
基
本
計

画
の
は
じ
め
に
あ
る
文
言
は
、
会

長
の
発
言
内
容
と
か
い
離
し
て
い

る
の
で
は
。

後
期
基
本
計
画
は
、
基
本
構

想
の
考
え
方
を
中
心
と
し
て
い

る
。
前
期
５
年
で
社
会
情
勢
等
変

化
が
あ
っ
た
中
、
そ
れ
ら
を
検
証

し
、で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、

新
規
で
行
う
こ
と
も
含
め
、
基
本

構
想
に
お
け
る
考
え
方
と
か
い
離

し
な
い
範
囲
で
議
論
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
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